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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第67期
第３四半期
連結累計期間

第68期
第３四半期
連結累計期間

第67期

会計期間
自 2017年10月１日
至 2018年６月30日

自 2018年10月１日
至 2019年６月30日

自 2017年10月１日
至 2018年９月30日

売上高 (千円) 24,147,727 22,638,688 31,730,563

経常利益 (千円) 329,987 186,049 333,288

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 327,054 112,071 305,754

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 409,706 21,148 308,506

純資産額 (千円) 5,337,208 5,244,955 5,308,181

総資産額 (千円) 15,608,436 15,173,698 15,526,594

１株当たり四半期(当期)
純利益

(円) 348.90 119.57 326.18

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 34.0 34.4 34.0
 

 

回次
第67期
第３四半期
連結会計期間

第68期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2018年４月１日
至 2018年６月30日

自 2019年４月１日
至 2019年６月30日

１株当たり四半期純利益
又は１株当たり四半期純損失(△)

(円) △1.13 0.98
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益は、潜在株式が存在しないため記載をしておりません。

４．2018年４月１日付で普通株式５株を１株とする株式併合を実施しております。前連結会計年度の期首に当該

株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期(当期)純利益又は四半期純損失を算定しております。

５．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指標

等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 
２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内

容について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、財政状態の状況については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値で

前連結会計年度との比較・分析を行っております。

 
（１）財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用環境の改善や企業収益の向上など、穏やかな回復基調

となりました。一方、米中貿易摩擦や英国のＥＵ離脱問題などにより、依然として先行き不透明な状況が続いて

おりました。

このような経済状況の中で、当社グループはビジネス環境の変化に対応するため体質を強化し、積極的な営業

活動をしてまいりました。

しかしながら、前年同四半期と比べ、売上高は、226億38百万円と15億９百万円（△6.2％）の減収、営業利益

は、１億51百万円と１億44百万円（△48.8％）の減益、経常利益は、１億86百万円と１億43百万円（△43.6％）

の減益、親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同四半期に固定資産売却益があった影響もあり１億12百万

円と２億14百万円（△65.7％）の減益となりました。

各セグメント別の業績は、以下のとおりであります。

（化学工業薬品）

化学工業薬品は、主力であります電子部品産業の減産の影響があり、前年同四半期を下回りました。また、同

関連機器は、前年同四半期に大型の分析機器の案件があったため、前年同四半期を下回りました。この結果、売

上高は、全体で111億44百万円と６億14百万円（△5.2％）の減収、セグメント利益(売上総利益)は、９億35百万

円と87百万円（△8.5％）の減益となりました。

（臨床検査試薬）

臨床検査試薬は、競争激化の影響もあり、前年同四半期を下回りました。また、同関連機器は、前年四半期に

大型案件があったため前年同四半期を下回りました。この結果、売上高は、全体で85億63百万円と９億５百万円

（△9.6％）の減収、セグメント利益(売上総利益)は、８億14百万円と73百万円（△8.3％）の減益となりまし

た。

（食品）

食品は、原料不足による製造量減少などありましたが、消耗品等が増加し、前年同四半期を上回りました。こ

の結果、売上高は、25億６百万円と46百万円（1.9％）の増収となりましたが、セグメント利益(売上総利益)

は、１億97百万円と△２百万円（△1.2％）の減益となりました。

(その他)

その他は、病害虫の発生が少なかった影響で農薬需要が減少し、前年同四半期を下回りました。この結果、売

上高は、４億23百万円と35百万円（△7.6％）の減収となりましたが、セグメント利益(売上総利益)は、リベ－

トの増加等により49百万円と10百万円（25.6％）の増益となりました。
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当第３半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ、３億52百万円減少し、151億73百万円とな

りました。また、負債につきましては、前連結会計年度末に比べ、２億89百万円減少し、99億28百万円、純資産

につきましては、前連結会計年度末に比べ、63百万円減少し、52億44百万円となりました。主な内容は以下のと

おりであります。

（資産）

資産の減少の主な要因は、現金及び預金が３億３百万円増加したものの、受取手形及び売掛金が６億26百万円

減少したことによるものであります。

（負債）

負債の減少の主な要因は、支払手形及び買掛金が１億29百万円及びリース債務が68百万円減少したことによる

ものであります

（純資産）

純資産の減少の主な要因は、その他有価証券評価差額金が95百万円減少したことによるものであります。

 
（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題に重要な変更はありません。

　

（３）研究開発活動

該当事項はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 2,928,000

計 2,928,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(2019年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(2019年８月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 960,000 960,000
東京証券取引所JASDAQ
(スタンダード)

単元株式数　　100株

計 960,000 960,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2019年４月１日～
2019年６月30日

― 960,000 ― 820,400 ― 881,100
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(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2019年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式)
普通株式 22,600
 

― ─

完全議決権株式(その他) 普通株式 936,200
 

9,362 ─

単元未満株式 普通株式 1,200
 

― １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 960,000 ― ―

総株主の議決権 ― 9,362 ―
 

(注) １．当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(2019年3月31日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。
２．「完全議決権株式(自己株式等)」欄は、全て当社所有の自己株式であります。

３．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が77株含まれております。

 
② 【自己株式等】

  2019年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
東北化学薬品株式会社

青森県弘前市大字神田
１-３-１

22,600 ─ 22,600 2.4

計 ― 22,600 ─ 22,600 2.4
 

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府

令第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2019年４月１日から2019年

６月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(2018年10月１日から2019年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表に

ついて、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2018年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,616,155 1,919,167

  受取手形及び売掛金 ※  7,385,170 ※  6,758,207

  電子記録債権 ※  162,256 ※  163,031

  商品 865,535 941,806

  リース投資資産 133,850 136,284

  その他 225,315 223,623

  貸倒引当金 △1,137 △1,008

  流動資産合計 10,387,147 10,141,113

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 320,869 517,850

   土地 1,498,379 1,498,379

   リース資産（純額） 129,615 116,741

   その他（純額） 442,216 298,892

   有形固定資産合計 2,391,081 2,431,864

  無形固定資産   

   リース資産 55,617 45,189

   その他 7,439 7,826

   無形固定資産合計 63,057 53,015

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,434,809 1,337,218

   リース投資資産 448,137 402,658

   その他 822,996 827,560

   貸倒引当金 △20,635 △19,733

   投資その他の資産合計 2,685,308 2,547,704

  固定資産合計 5,139,447 5,032,584

 資産合計 15,526,594 15,173,698
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2018年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※  7,763,495 ※  7,634,348

  電子記録債務 ※  226,262 ※  329,487

  短期借入金 415,000 387,000

  1年内返済予定の長期借入金 28,800 28,800

  リース債務 192,522 188,360

  未払法人税等 73,240 10,489

  賞与引当金 56,400 10,500

  その他 266,278 247,929

  流動負債合計 9,021,998 8,836,915

 固定負債   

  長期借入金 24,800 3,200

  リース債務 583,983 520,057

  繰延税金負債 253,114 224,837

  退職給付に係る負債 77,297 79,855

  役員退職慰労引当金 189,668 196,005

  その他 67,551 67,871

  固定負債合計 1,196,414 1,091,827

 負債合計 10,218,413 9,928,742

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 820,400 820,400

  資本剰余金 881,100 881,100

  利益剰余金 3,030,395 3,058,108

  自己株式 △52,634 △52,634

  株主資本合計 4,679,261 4,706,973

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 613,727 518,561

  退職給付に係る調整累計額 △8,925 △1,575

  その他の包括利益累計額合計 604,802 516,985

 非支配株主持分 24,117 20,996

 純資産合計 5,308,181 5,244,955

負債純資産合計 15,526,594 15,173,698
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2017年10月１日
　至 2018年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2018年10月１日
　至 2019年６月30日)

売上高 24,147,727 22,638,688

売上原価 21,997,077 20,640,921

売上総利益 2,150,650 1,997,766

販売費及び一般管理費 1,855,105 1,846,552

営業利益 295,545 151,213

営業外収益   

 受取利息 2,506 2,020

 受取配当金 23,901 27,251

 受取手数料 7,349 7,013

 その他 4,188 1,279

 営業外収益合計 37,946 37,564

営業外費用   

 支払利息 1,446 1,562

 支払手数料 1,354 1,148

 雑損失 702 18

 営業外費用合計 3,504 2,729

経常利益 329,987 186,049

特別利益   

 固定資産売却益 141,022 ―

 投資有価証券売却益 6,134 ―

 投資事業組合運用益 ― 4,601

 特別利益合計 147,156 4,601

特別損失   

 固定資産除却損 355 119

 投資事業組合運用損 397 ―

 特別損失合計 752 119

税金等調整前四半期純利益 476,390 190,530

法人税、住民税及び事業税 111,672 71,588

法人税等調整額 14,173 9,976

法人税等合計 125,846 81,565

四半期純利益 350,544 108,965

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

23,490 △3,105

親会社株主に帰属する四半期純利益 327,054 112,071
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2017年10月１日
　至 2018年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2018年10月１日
　至 2019年６月30日)

四半期純利益 350,544 108,965

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 55,619 △95,166

 退職給付に係る調整額 3,542 7,349

 その他の包括利益合計 59,161 △87,816

四半期包括利益 409,706 21,148

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 386,628 24,270

 非支配株主に係る四半期包括利益 23,077 △3,121
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【注記事項】

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固

定負債の区分に表示しております。

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※ 四半期連結会計期間末日満期手形、電子記録債権及び電子記録債務の会計処理については、手形交換日又は決済

日をもって決済処理しております。なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四

半期連結会計期間末日満期手形、電子記録債権及び電子記録債務が、四半期連結会計期間末残高に含まれておりま

す。

 
前連結会計年度
(2018年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

受取手形 20,758千円 26,873千円

支払手形 49,201千円 44,082千円

電子記録債権 8,193千円 5,308千円

電子記録債務 31,695千円 153,031千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2017年10月１日
至 2018年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2018年10月１日
至 2019年６月30日)

減価償却費 67,634千円 69,862千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 2017年10月１日 至 2018年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年12月20日
定時株主総会

普通株式 70,307 15.00 2017年９月30日 2017年12月21日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 2018年10月１日 至 2019年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年12月20日
定時株主総会

普通株式 84,359 90.00 2018年９月30日 2018年12月21日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2017年10月１日 至 2018年６月30日)

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額(注)化学工業薬品臨床検査試薬 食品 その他 計

売上高        

  外部顧客への売上高 11,759,123 9,469,129 2,460,886 458,587 24,147,727 ― 24,147,727

 セグメント間の内部売上高
　又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 11,759,123 9,469,129 2,460,886 458,587 24,147,727 ― 24,147,727

セグメント利益 1,023,189 888,197 200,054 39,208 2,150,650 ― 2,150,650
 

　　(注)セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2018年10月１日 至 2019年６月30日)

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額(注)化学工業薬品臨床検査試薬 食品 その他 計

売上高        

  外部顧客への売上高 11,144,312 8,563,856 2,506,932 423,586 22,638,688 ― 22,638,688

 セグメント間の内部売上高
　又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 11,144,312 8,563,856 2,506,932 423,586 22,638,688 ― 22,638,688

セグメント利益 935,980 814,841 197,687 49,257 1,997,766 ― 1,997,766
 

　　(注)セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 2017年10月１日
至 2018年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2018年10月１日
至 2019年６月30日)

１株当たり四半期純利益 348円90銭 119円57銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 327,054 112,071

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
　　四半期純利益(千円)

327,054 112,071

    普通株式の期中平均株式数(株) 937,396 937,323
 

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．2018年４月１日付で普通株式５株を１株とする株式併合を実施しております。前連結会計年度の期首に

当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益及び普通株式の期中平均株式数を算定して

おります。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2019年８月７日

東北化学薬品株式会社

取締役会  御中

 

太陽有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 泉   　   淳   一 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 中   村   憲   一 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東北化学薬品株

式会社の2018年10月１日から2019年９月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(2019年４月１日から2019年

６月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(2018年10月１日から2019年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東北化学薬品株式会社及び連結子会社の2019年６月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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